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茨城全県版
2023年（令和 5年）

1 17月 日
（火曜日）

　
県
鳶
・
土
木
工
業
会
（
鈴
木
洋
治
会
長
）
は
12
日
、
県

庁
舎
を
訪
れ
大
井
川
和
彦
知
事
に
新
年
の
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。
同
会
の
顧
問
を
務
め
る
大
井
川
知
事
は
揃
い
の

半
纏
を
身
に
ま
と
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
近
況
に
つ
い
て
会
員
と
話
し
合
っ
た
。
会
談
後
は
全
員

で
祝
い
木
遣
り
も
披
露
し
た
。

　
県
建
設
業
協
会
土
浦
支
部

（
小
林
伸
行
支
部
長
＝
写
真
上

段
右
）
は
12
日
、
つ
く
ば
市
の

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲
で
２
０

２
３
年
の
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

し
た
。
多
数
の
来
賓
や
会
員
ら

約
90
人
が
出
席
し
、
新
年
の
門

出
を
盛
大
に
祝
っ
た
。

　
冒
頭
、
小
林
支
部
長
は
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
作
業
の
協

力
に
感
謝
し
「
地
域
の
安
全
安

管
理
、
今
年
10
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
、
そ
し
て
来

年
４
月
か
ら
は
働
き
方
改
革
な

防
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
規

律
保
持
と
関
連
団
体
の
連
携
強

化
を
図
る
も
の
。
ま
た
、
市
民

参
加
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
防
災

不
同
）。

　
■
杉
山
英
夫
名
誉
会
長

　
■
鈴
木
洋
治
会
長

　
■
川
島
一
男
副
会
長

　
■
野
本
市
郎
副
会
長

　
■
松
本
一
幸
副
会
長

　
■
石
黒
文
明
専
務
理
事

　
■
小
野
瀬
克
好
常
務
理
事

　
■
関
口
彰
理
事

　
■
若
泉
進
県
若
鳶
会
会
長

　
■
川
井
和
子
事
務
局
長

の
事
業
者
に
つ
い
て
は
一
般
競

争
入
札
で
実
施
し
、
㈲
技
研
昭

　
県
建
設
業
協
会
筑
西
支
部

（
小
藥
拓
巳
支
部
長
＝
写
真
）

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て

か
ら
は
自
粛
し
て
い
た
が
、
こ

に
す
べ
く
努
力
し
た
い
」
と
話

し
た
。
続
い
て
伊
沢
勝
徳
県
議

会
議
員
（
写
真
上
段
左
）、
戸

井
田
和
之
県
議
会
議
員
（
写
真

下
段
右
）、
星
田
弘
司
県
議
会

議
員
（
写
真
下
段
左
）
も
祝
辞

を
述
べ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
安
藤
真
理
子
土

浦
市
長
、
小
田
川
浩
つ
く
ば
み

ら
い
市
長
、
谷
島
洋
司
石
岡
市

長
、
鈴
木
将
県
議
会
議
員
、
髙

橋
直
子
県
議
会
議
員
も
登
壇
し

支
部
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
祈

念
。

　
そ
の
後
、
安
藤
土
浦
市
長
の

発
声
で
乾
杯
し
、
親
睦
を
深
め

合
っ
た
。

　
水
戸
若
鳶
会
（
関
俊
治
会

長
）
は
８
日
、
水
戸
市
の
千

波
公
園
で
行
わ
れ
た
水
戸
市

消
防
出
初
式
に
参
加
し
、
伝

統
の
纏
振
り
や
梯
子
乗
り
を

披
露
し
た
。
日
ご
ろ
の
鍛
錬

と
が
で
き
た
。
建
設
業
界
は
担

い
手
確
保
等
の
課
題
に
直
面
し

て
お
り
、
働
き
方
改
革
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
た
め
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
と

読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　
美
浦
村
は
物
品
・
役
務
等
の

２
０
２
３
・
24
年
度
の
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
の
受
付
を
１

月
23
日
（
デ
ー
タ
入
力
可
能
期

間
）
か
ら
実
施
す
る
。
必
要
書

類
受
付
は
２
月
１
日
か
ら
２
月

（
総
合
評
価
落
札
方
式
）
を
試

行
す
る
（
公
告
は
13
日
付
３
面

に
掲
載
）。
あ
わ
せ
て
施
工
箇

所
が
点
在
す
る
工
事
の
積
算
、

余
裕
期
間
制
度
（
フ
レ
ッ
ク
ス

周
辺
地
域
は
畑
な
ど
が
広
が
る

地
域
で
近
隣
住
民
か
ら
排
水
路

の
設
置
の
要
望
が
あ
り
、
事
業

化
さ
れ
た
。
現
在
は
土
側
溝
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。
整
備
延
長

は
１
７
０
ｍ
。

は
宅
地
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
万
博
記
念
公
園
駅
の
西
部
に

位
置
し
、
同
駅
か
ら
は
徒
歩
約

18
分
。

　
用
途
地
域
は
近
隣
商
業
地
域

（
建
ぺ
い
率
80
％
、
容
積
率
２

０
０
％
）。
都
市
計
画
道
路
島

名
上
河
原
崎
線
、
つ
く
ば
市
道

７

－

４
０
０
７
号
線
に
接
し
て

い
る
。

　
当
日
の
入
札
に
は
３
者
が
参

加
。
予
定
価
格
（
最
低
売
却
価

格
）
は
７
６
４
８
万
５
０
０
０

円
だ
っ
た
。

要
書
類
を
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
、

受
付
表
送
付
用
封
筒
ま
た
は
受

付
用
押
印
用
ハ
ガ
キ
（
宛
名
記

載
・
切
手
貼
付
済
の
も
の
）
を

同
封
し
、
郵
送
又
は
信
書
便
と

す
る
（
消
印
有
効
）。

　
封
筒
の
宛
名
書
き
面
に
は

「
令
和
５
・
６
年
度
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
類
在

中
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
。

　
な
お
、
建
設
工
事
と
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
入

札
参
加
資
格
審
査
は
県
と
の
共

同
入
札
で
実
施
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

管
財
係
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
９
８

－

85

－

０
３
４
０
内
線
２
０
９
）。

工
（
舗
装
）
約
１
１
０
㎡
。

　
同
市
大
工
町
地
区
と
三
の
丸

地
区
は
、
歩
道
部
の
薄
層
カ

ラ
ー
舗
装
工
約
４
０
０
㎡
、
小

型
標
識
工
２
基
、
路
側
防
護
柵

工（
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
）約
60
ｍ
、

車
道
部
の
区
画
線
工
約
２
５
０

ｍ
。

　
施
工
箇
所
が
点
在
し
、
通
行

規
制
を
伴
う
夜
間
施
工
と
な
る

　
土
浦
市
は
手
野
町
地
内
の
市

道
92
号
線
の
改
良
を
実
施
す
る

た
め
に
土
地
の
境
界
線
等
を
計

は
持
参
又
は
郵
送
（
期
日
内
必

着
）
で
、
提
出
先
は
企
業
団
総

務
課
ま
で
。

　
ま
た
、
測
量
等
（
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）
と
物

品
等
（
物
品
製
造
買
入
れ
・
役

務
提
等
）
に
つ
い
て
も
22
・
23

年
度
の
随
時
受
付
を
２
月
１
日

か
ら
３
月
24
日
ま
で
実
施
す

る
。
提
出
方
法
等
は
建
設
工
事

の
定
期
受
付
と
同
様
。
詳
細
は

企
業
団
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
総
務
課
ま

で
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
９
９

－

24

－

３
２
３
２
）。

心
の
た
め
災
害
発
生
時
に
は
組

織
を
あ
げ
て
対
応
に
努
力
す
る

つ
も
り
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

働
き
方
改
革
や
デ
ジ
タ
ル
化
に

対
応
す
る
た
め
、
講
習
会
等
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
「
皆
さ
ま

の
ご
協
力
ご
指
導
を
い
た
だ
き

支
部
運
営
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
、
五
十
嵐
立

青
つ
く
ば
市
長
（
写
真
上
段
２

人
目
）
が
「
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
て
い
る
の
は
皆
さ
ま
が
汗
を

流
し
、
知
恵
を
出
し
て
、
市
民

の
生
活
を
つ

く
っ
て
い
く
と

い
う
想
い
で
仕

事
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
お

か
げ
」
と
述
べ

た
。

　
衆
議
院
議
員

の
国
光
文
乃
総

務
大
臣
政
務
官

（
写
真
上
段
３

人
目
）
は
「
土

浦
支
部
は
支
部

長
の
も
と
、
ま

と
ま
っ
て
有
事

に
対
応
し
て
い

た
だ
け
る
組

織
。
地
域
に

と
っ
て
良
い
年

　
同
会
の
新
年
あ
い
さ
つ
は
毎

年
の
恒
例
行
事
。
全
員
が
マ
ス

ク
着
用
や
手
指
の
消
毒
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保

を
行
い
会
談
。
半
纏
を
着
た
大

井
川
知
事
は
「
半
纏
を
着
る
と

身
が
引
き
締
ま
る
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

　
話
題
は
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
も

の
。
大
井
川
知
事
は
「
行
動
の

自
粛
が
緩
和
さ
れ
、
経
済
が
動

き
出
す
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
話
し
た
。

　
祝
い
木
遣
り
は
新
型
コ
ロ
ナ

ど
様
々
な
変
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
支
部
管
内
の
事
業
量
は

潤
沢
に
あ
る
訳
で
は
な
く
、
会

員
外
の
受
注
も
増

え
て
き
て
い
る
た

め
、
支
部
間
の
融

和
と
連
帯
感
の
継

続
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
石
津
健

光
会
長
か
ら
新
春

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

い
て
お
り
「
建
設

災
害
復
旧
工
事
や

河
川
整
備
な
ど
県

民
生
活
に
直
結
す

る
社
会
資
本
整

備
、
国
土
強
靭
化

計
画
は
皆
様
の
ご

尽
力
の
お
か
げ
で

円
滑
に
進
め
る
こ

意
識
の
高
揚
を
確
立
し
、
災

害
に
対
し
効
果
的
な
消
防
活

動
に
対
処
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　
当
日
は
、
上
部
団
体
で
あ

る
水
戸
鳶
職
組
合
（
小
野
瀬

克
好
組
頭
）
お
よ
び
松
本
一
幸

相
談
役
ら
が
応
援
に
駆
け
付
け

た
。

　
ま
ず
、木
遣
り
が
流
れ
る
中
、

纏
振
り
を
披
露
。
纏
は
火
事

場
へ
の
先
陣
争
い
や
、
屋
上

で
示
す
組
内
の
旗
印
な
ど
火

消
し
の
目
印
と
し
て
使
わ
れ

て
き
た
も
の
。

　
続
い
て
梯
子
乗
り
の
演
技

を
実
施
。
梯
子
乗
り
は
町
火

消
し
が
火
事
場
へ
行
く
際
に

火
事
の
方
向
を
探
し
た
こ
と

が
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
全

員
が
高
難
度
の
演
技
を
見
事

に
成
功
さ
せ
る
と
、
来
場
者

か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

　
水
戸
若
鳶
会
は
１
９
６
６

年
の
発
会
以
来
、
伝
統
芸
能

の
纏
振
り
や
は
し
ご
乗
り
の

技
術
を
現
代
に
伝
え
て
い

る
。

和
が
３
１
４
万
円
で
落
札
し
策

定
。
工
事
の
発
注
に
つ
い
て
は

２
０
２
３
年
度
と
な
る
見
込
み

だ
。

　
場
所
は
柏
原
池
公
園
（
鹿
の

子
３

－

４
）
へ
繋
が
る
場
所
。

　
国
土
交
通
省
常
陸
河
川
国
道

事
務
所
は
、
不
調
・
不
落
対
策

と
し
て
「
Ｒ
４
国
道
50
号
水
戸

市
泉
町
地
区
歩
道
復
旧
外
工

事
」
で
公
募
型
指
名
競
争
入
札

に
よ
る
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
12

日
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
会
員

32
名
が
出
席
。
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
、
新
年
を
祝
っ
た
。

　
冒
頭
、
小
藥
支
部
長
は
か
す

み
が
う
ら
市
や
城
里
町
で
発
生

し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
の

防
疫
業
務
に
従
事
し
た
支
部
員

に
感
謝
の
意
を
伝
え
た
後
「
業

界
の
現
状
は
人
手
不
足
や
高
齢

化
、
資
源
の
高
騰
、
品
不
足
な

ど
厳
し
い
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｓ
Ｐ
な

ど
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
施
工

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
同

会
の
存
在
を
来
場
者
に
強
く
印

象
付
け
た
。

　
水
戸
市
消
防
出
初
式
は
、
消

と
し
は
久
し
ぶ
り
に
披
露
。
威

勢
の
良
い
歌
声
が
響
き
、
新
年

の
門
出
を
祝
っ
た
。

　
会
談
を
終
え
て
鈴
木
会
長

は
「
久
し
ぶ
り
に
木
遣
り
を
披

露
で
き
て
良
か
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束

し
、
昨
年
よ
り
も
活
発
な
活
動

が
で
き
る
こ
と
を
祈
り
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
参
列
者
は
次
の
と
お
り
（
順

　
石
岡
市
は
柏
原
町
地
内
の
排

水
路
を
整
備
す
る
。
設
計
業
務

　
県
宅
地
整
備
販
売
課
は
13

日
、
上
河
原
崎
・
中
西
地
区
の

商
業
・
業
務
施
設
等
用
地
１
０

４
９
・
１
８
㎡
の
分
譲
に
係
る

一
般
競
争
入
札
を
執
行
。
理
化

学
器
械
や
医
療
器
械
の
販
売
な

ど
を
手
掛
け
る
遠
藤
科
学
㈱

（
静
岡
県
静
岡
市
）
が
１
億
２

０
０
万
円
で
落
札
し
た
。
同
社

の
事
業
計
画
は
事
務
所
兼
倉
庫

と
し
て
い
る
。

　
場
所
は
上
河
原
崎
・
中
西
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
地

区
の
Ｇ
５
街
区
⑤
画
地
。
地
目

28
日
。
有
効
期
間
は
23
年
４
月

１
日
か
ら
25
年
３
月
31
日
。

　
提
出
書
類
は
、
事
前
に
村
Ｈ

Ｐ
の
案
内
に
従
っ
て
必
要
事
項

の
仮
登
録
を
行
い
、
申
請
書
を

印
刷
。
印
刷
し
た
申
請
書
と
必

方
式
）、
難
工
事
指
定
を
採
用

す
る
。
技
術
資
料
等
の
提
出
期

限
は
今
月
25
日
。
２
月
22
日
に

開
札
す
る
。

　
工
事
場
所
は
水
戸
市
泉
町
ほ

か
。
工
事
種
別
は
維
持
修
繕
工

事
。
工
期
は
７
月
31
日
ま
で
。

内
容
は
水
戸
市
泉
町
地
区
が
歩

道
部
掘
削
工
約
４
㎥
、
ブ
ロ
ッ

ク
舗
装
工
（
御
影
）
約
96
㎡
、

ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
工
（
点
状
・
線

状
）
約
20
㎡
、
構
造
物
取
壊
し

　
湖
北
水
道
企
業
団
は
２
０
２

３
・
24
年
度
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
定
期
受
付
を
２
月

１
日
か
ら
実
施
す
る
。
対
象
業

種
は
建
設
工
事
。
受
付
期
間
は

３
月
24
日
ま
で
。
有
効
期
間
は

23
年
４
月
１
日
～
25
年
３
月
31

日
ま
で
。

　
提
出
書
類
に
つ
い
て
は
企
業

団
Ｈ
Ｐ
の
詳
細
を
参
照
し
揃

え
、
提
出
書
類
を
Ａ
４
フ
ラ
ッ

ト
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
、
表
紙
及

び
側
面
に
「
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
」
と
社
名
に
記
載
し

て
提
出
す
る
こ
と
。
提
出
方
法

こ
と
か
ら
、
近
接
す
る
店
舗
や

歩
道
利
用
者
の
安
全
確
保
や
調

整
、
騒
音
・
振
動
対
策
が
必
要

で
あ
る
た
め
難
工
事
指
定
を
採

用
。
完
成
時
に
70
点
以
上
の
工

事
成
績
評
定
を
通
知
さ
れ
た
場

合
、
今
後
発
注
さ
れ
る
難
工
事

施
工
実
績
評
価
対
象
工
事
（
試

行
）
の
総
合
評
価
の
評
価
項
目

に
お
い
て
加
点
対
象
と
な
る
。

［
本
　
課
］

午
前

午
後

（
○
＝
在
庁
　
●
＝
不
在
）

［
出
　
先
］

午
前

午
後

県
土
木
部
・
幹
部

き
ょ
う
の
動
向

水
戸
土
木
所
長

常
陸
大
宮
土
木
所
長

大
子
工
務
所
長

潮
来
土
木
所
長

土
浦
土
木
所
長

筑
西
土
木
所
長

常
陸
太
田
工
事
所
長

高
萩
工
事
所
長

鉾
田
工
事
所
長

竜
ケ
崎
工
事
所
長

常
総
工
事
所
長

境
工
事
所
長

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

部
長

次
長
（
事
）

次
長
（
技
）

都
市
局
長

港
湾
振
興
監

企
画
監

監
理
課
長

用
地
課
長

検
査
指
導
課
長

道
路
建
設
課
長

道
路
維
持
課
長

河
川
課
長

港
湾
課
長

営
繕
課
長

都
市
計
画
課
長

都
市
整
備
課
長

下
水
道
課
長

建
築
指
導
課
長

住
宅
課
長

○○○○○○○○○○○○●○○○○○○

○○○○○○○○○○○○●○○○○○○

県鳶・土木工業会

大
井
川
知
事
に

新
年
あ
い
さ
つ 

活
発
な
事
業
活
動
に
期
待

木
遣
り
で
新
春
祝
う

茨建協土浦支部

水戸若鳶会

賀
　
詞

交
歓
会

講
習
会
参
加
も
呼
掛
け

千
波
公
園

消
防
出
初
式

纏
振
り
や
梯
子
乗
り

地
域
の
安
全
へ
組
織
努
力

伝
統
芸
能
を
現
代
に
伝
え
る

支部管内の工事受注量で
融和と連帯感を継続

茨建協筑西支部／賀詞交歓会開く

石
岡
市 

工
事
発
注
は
23
年
度

柏
原
町
で
排
水
路
整
備

常陸河川国道

公
募
型

指

名

水
戸
市
泉
町
歩
道
復
旧

資
料
提
出
は
今
月
25
日

手
野
町
地
内
で
115
ｍ
実
施

物
品
・
役
務
の
参
加
資
格

市
道
92
号
線
排
水
整
備

今
月
23
日
か
　
　
ら

受
付
開
始

土浦市

美浦村

建
設
工
事
の
定
期
受
付

２
月
１
日
か
ら
開
始

湖北水道

事務所兼倉庫を計画
遠藤科学1億で落札

上河原崎・中西地区へ

る
基
礎
調
査
を
進
め
て
い
る
。

同
地
内
で
は
冠
水
被
害
が
発
生

し
て
い
る
た
め
側
溝
の
整
備
行

い
、
合
わ
せ
て
舗
装
の
補
修
も

実
施
す
る
。
２
０
２
３
年
度
に

設
計
を
策
定
し
、
24
年
度
に
工

事
の
発
注
の
見
込
み
。

　
場
所
は
県
道
１
１
８
号
線
沿

い
に
あ
る
手
野
町
公
民
館
（
手

野
町
２
０
５
７

－

１
）
か
ら
住

宅
街
に
入
る
市
道
。
こ
こ
は
急

な
坂
道
が
あ
り
降
水
量
が
多
い

時
に
は
坂
道
か
ら
宅
地
に
向

か
っ
て
水
が
流
れ
、
住
宅
の
中

に
入
水
す
る
被
害
が
発
生
。

　
市
道
92
号
線
に
は
一
部
側
溝

が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
被
害

を
解
消
す
る
た
め
排
水
構
造
物

を
両
側
に
整
備
し
て
い
く
。
整

備
延
長
は
１
１
５
ｍ
、
幅
員
は

４
ｍ
。

　
そ
の
ほ
か
、
永
岡
桂
子
衆
議

院
議
員
か
ら
祝
電
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
そ
の
後
は
小
貫
勝
重
副
支
部

長
の
発
声
で
乾
杯
。
歓
談
に
入

り
、
親
睦
を
深
め
た
。


